
平成２０年

第３回市議会定例会 報告第１号

平成１９年度健全化判断比率および資金不足比率の報告に

ついて

上記について次のとおり監査委員の意見を付けて報告する。

平成２０年９月８日提出

函館市長 西 尾 正 範

（健全化判断比率） （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－ 1.55 10.8 143.5
（11.25） （16.25） （25） （350）

表中下段（ ）書きは，財政健全化計画の策定などを義務付けられる
こととなる比率である。

（資金不足比率）

特別会計の名称 資金不足比率（％） 備 考

水産物地方卸売市場事業 － 134,477千円

風力発電事業 － 14,395千円

中央卸売市場事業 － 151,970千円

水道事業 － 4,619,102千円

温泉事業 41.5 299,594千円

公共下水道事業 － 6,146,770千円

交通事業 － 1,072,851千円

病院事業 29.5 12,967,358千円

備考欄の数値は，資金不足比率の算定に用いた公営企業の料金収入の

額。

（根拠規定）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第２２

条第１項


